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～チェーンストア広報担当者が選ぶ～ 
2013 年チェーンストア 10 大ニュースについて 

 
 
 日本チェーンストア協会では毎年会員企業の広報担当者を対象に

アンケート調査を行い、その結果を「チェーンストア広報担当者が

選ぶ チェーンストア 10 大ニュース」として取りまとめて発表して

います。 
 2013 年につきましても、11 月 1 日～11 月 26 日にかけてアンケー

ト調査を実施し、その結果が別紙の通りまとまりましたので、「チェ

ーンストア広報担当者が選ぶ 2013 年チェーンストア 10 大ニュー

ス」として発表いたします。 
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 １．経営基盤強化のためのホールディングス化や、経営 
   地域強化のための子会社化など、業界再編進む。 
 ２．ホテル・飲食店・百貨店テナント等による不適切な食品  
   表示が発覚。 
 ３．消費税転嫁対策特別措置法が施行。 
 ４．2014年4月から消費税が5%から8%への増税決定。 
 ５．アベノミクスによる好景気の一方で、円安による商品 
   値上げや内容量減も。 
 ６．2020年オリンピックの開催地に東京が決定。経済効果 
   に期待高まる。 
 ７．猛暑や竜巻・台風による深刻な被害発生など異常気象 
   相次ぐ。 
 ８．高品質PBブームや共同PB商品の開発など、PBによる 
   経営の差別化が進む。 
  ９．従業員等による不適切行為のSNS投稿問題が社会 
   問題化。 
１０．政府がTPP交渉へ参加、重要５項目の対応に注目が 
   集まる。 
 
 

２０１３年１２月３日 
日本チェーンストア協会 

～ チェーンストア広報担当者が選ぶ ～ 

2013年チェーンストア10大ニュース 



その他の主なニュース（順不同） 
  
・コンビニの挽きたてコーヒーがヒット、各社が参入し市場拡大。 
・大衆医薬品のネット販売解禁。 
・スマートフォンの利用者増加により、ネットスーパーなどネットビジネスの拡大 
 続く。 
・参議院選挙により、与野党のねじれ解消。 
・大阪に、あべのハルカス近鉄本店やグランフロント大阪、梅田OPAなど大型 
 商業施設が相次ぎ開業。 
・ニトリ、アメリカロサンゼルス地区に２店舗同時オープン。 
・サミット創業50周年を記念し、期間限定でスーパーマーケットミュージアムを 
 開設。 
・陳列されている商品に対し、針混入事件が相次ぐ。 
・ユニーグループの電子マネー「ユニコカード」誕生。 
・東京証券取引所と大阪証券取引所が統合。 
・有期雇用が通算5年を超える場合、無期雇用へ転換が行えるようになるなど、 
 改正労働契約法が全面施行。 
・セブンイレブンが創業40周年を迎える。 
・白斑症状の発生により、化粧品の自主回収が行われる。 
・イオンやセブン＆アイなどで女性の積極採用が進む。 
・カスミが150店舗を達成する。 
・牛肉の輸入規制緩和により、米国産牛肉が値下がり。 
・日本スーパーマーケット協会と新日本スーパーマーケット協会の統合が決定。 
・マルエツが中国に進出する。 
・富士山が世界文化遺産に登録される。 
・17年ぶりに全国スーパー売上高（当協会調べ）が既存店比で3か月連続前年度 
 を上回る。 
・アレルギー物質の検出により、ツナ缶の自主回収が行われる。 
・プロ野球で東北楽天ゴールデンイーグルスが優勝。 
・サッカー日本代表のW杯出場が決定する。 
・日本チェーンストア協会会長に清水信次会長（ライフコーポレーション会長兼 
 CEO）が再任。 
・伊勢神宮で第62回式年遷宮が行われる。 
・医薬品の登録販売者試験において不正受験による合格が判明、不正者の販売 
 従事登録が消除された。 
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